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を して
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議会 傍聴を して

みませんか
議会 傍聴を して

みませんか
議会 傍聴

　議員は、議場でどんな発言をしている
か。また、どんなまちづくりを考えている
か、今後の町の方向性を直接聞くことがで
きる良い機会です。ぜひお越しください。

※次回の会議は6月10日(火)～13日(金)
 　一般質問は６月11日(水)・12日(木)
　　 午前10時、再開の予定です。

議会ライブ中継 配信中
（傍聴者は３月会議８人、ライブ中継は
 299アクセスでした。）

お 知 ら せ

「はいっ！　元気100％」

新
年
度
予
算
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朽
施
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対
策

３
月
会
議

一
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質
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声
を
想
い
を

ス
キ
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場
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を
放
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在
宅
育
児
手
当
の
導
入
を
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茶
畑
か
ら
に
ぎ
わ
い
を

表紙の説明「はいっ！　元気100％」

撮影　広報モニター　佐々木 和人さん

川崎小学校入学式にて

　本紙の「町の風景」（裏表紙）に掲載する写真を町
民の方より募集します。写真をご提供いただける方
は、議会事務局までご連絡をお願いします。

※ご提供いただいた写真が必ず掲載となるものではあり
ません。ご理解のうえでご提供願います。

※写真のタイトルは議会広聴・広報委員会で決定いたし
ます。

掲載写真を募集します

撮影：広報モニター　佐々木和人さん撮影場所：釜房ダム管理所

町の風景

議会映像配信
議会の様子が
ご覧いただけます。

詳しくは、議会事務局まで TEL（0224）84ー2301
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老朽施設対策老朽施設対策老朽施設対策
令和７年 度予算令和７年 度予算

待ったなし！待ったなし！

10団体共同発注で経費削減デジタル活用へ 10団体共同発注で経費削減デジタル活用へ子育て支援さらに子育て支援さらに

衛星活用で漏水調査

スマート農業推進

負担金400万円108万円
600万円

負担金400万円108万円
600万円 衛星活用で漏水調査

スマート農業推進

軽量ランドセル配布軽量ランドセル配布

お母さんに安心をお母さんに安心を 川小建て替え

400万円
基本構想策定基本構想策定診療室空調更新診療室空調更新

医療環境整備へ医療環境整備へ 川小建て替え

400万円210万円210万円
妊婦支援給付金等妊婦支援給付金等

741万円741万円

防水工事防水工事

役場庁舎改修役場庁舎改修

984万円984万円
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　会議は、４日から13日に開きました。
　提案された議案は、権利の放棄案１件、条例
改正案６件、新年度予算案８件、補正予算案７
件、人事案13件、議発案２件を慎重に審議し、
原案どおり可決しました。
　ここでは新年度予算の主な内容を紹介します。

　会議は、４日から13日に開きました。
　提案された議案は、権利の放棄案１件、条例
改正案６件、新年度予算案８件、補正予算案７
件、人事案13件、議発案２件を慎重に審議し、
原案どおり可決しました。
　ここでは新年度予算の主な内容を紹介します。

メガソーラー本格稼働等

●自主財源割合は34.6％で前年度当初比2.4ポイ
ント

●全会計に占める社会保障関連予算は36.6％

●町税収入は12億1735万円で前年度当初比
17.3％

●特別会計は一般会計とは別に特定の事業に使
うため区分される会計

固定 資産税1.6億円固定 資産税1.6億円 増

小 中
学 校

●増

3月
会議
3月
会議

一般会計
収入（歳入）
58億5000万円

町税
12億1735万円
20.8％

繰入金
4億5027万円
7.7％

町債
2億3140万円
4.0％

地方交付税
24億3000万円
41.5％

その他依存財源
3億8204万円
6.5％

寄付金
1億2800万円
2.2％

その他自主財源
2億2657万円
3.9％

国・県支出金
7億8437万円
13.4％

自主財源
20億2219万円

34.6％

依存財源
38億2781万円

65.4％

総務費
11億6450万円
19.9%

●増

民生費
11億4678万円
19.6%

教育費
9億2739万円
15.9%

土木費
5億6750万円
9.7%

農林水産業費
4億5771万円
7.8%

衛生費
7億960万円
12.1%

その他
5億2322万円
9.0%公債費

3億5330万円
6.0%

一般会計
支出（歳出）
58億5000万円

ポイント

積立金などから
繰入するお金

住民税・固定資産
税・軽自動車税な
ど町民の皆さんが
納める税金です

人件費や町民バスの
運行・選挙の実施な
どにかかるお金

消防費・商工費など

子育てや福祉・介護・
障がい者支援などに
かかるお金

こども園・学校運営・未来を担う
子どもたちのためにかかるお金

健康診断・予防接種・ごみ処理
などにかかるお金

国から自治体へ配分されるお金で
住民サービスに必要な財源を補う
目的で交付されます

道路・公園の整備・
維持管理などに
かかるお金

担い手支援・鳥獣
害対策・林業振興
などにかかるお金

特定農事業を実施する
ために国・県から交付
されるお金

町で借り入れるお金

借りたお金の返済
にかかるお金
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※公営事業会計は３条予算の支出を記載

令和７年度　各種会計予算額

会計
区分 一般会計

特別会計 　公営事業会計

国民健康保険 後期高齢者
医療保険 介護保険 温泉事業 病院事業 水道事業 公共下水道事業

予算額 58億5000万円 13億661万円 1億2331万円 11億7151万円 3166万円 9億2832万円 2億6751万円 5億5863万円

前年比 5億5000万円　 2810万円　 1420万円　 1247万円　 369万円　 2784万円　 1215万円　 3260万円　●増 ●増 ●増 ●増 ●増 ●増 ●増 ●増

新

年

度

予

算

新

年

度

予

算



No.238
6

R7.4.30No.238
7

R7.4.30

新
年
度
の
採
用
試
験

で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
も
最
大

限
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

新
た
に
予
算
計
上
し

た
ロ
ー
カ
ル
１
０
０
０
０
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、青
根
温
泉

地
区
に
進
出
す
る
飲
食
店

１
件
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
物
価
動
向
に

よ
っ
て
は
、
予
算
の
補
正
、

単
価
の
値
上
げ
を
お
願
い

す
る
状
況
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
現
時
点
で

は
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
、
摂

取
量
を
満
た
し
た
給
食
を

提
供
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
回
は
県
の
補
助
金

を
使
い
な
が
ら
、
大
河
原

警
察
署
の
意
見
を
参
考
に

必
要
な
箇
所
に
設
置
し
ま

す
。
今
後
そ
の
設
置
し
た

状
況
を
検
証
し
な
が
ら
、

増
設
が
必
要
か
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

町
民
バ
ス
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
バ
ス
停

の
設
置
や
路
線
の
構
築
な

ど
、
利
便
性
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
検
討
し

ま
す
。
ま
た
、
関
係
す
る

課
と
連
携
し
な
が
ら
、
新

た
な
交
通
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
Ｐ
Ｒ
は
、
町
長
自
ら

が
先
頭
に
立
ち
、
企
業
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
中

間
事
業
者
と
情
報
交
換
し

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
自
主

財
源
の
確
保
に
向
け
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

川
崎
育
英
会
の
奨
学

金
制
度
は
、
令
和
７
年
度

か
ら
募
集
人
数
を
高
校
生

５
名
、
大
学
生
５
名
、
最

大
10
名
を
上
限
と
し
て
い

ま
す
。
育
英
会
の
選
考
委

員
会
で
選
考
す
る
こ
と
か

ら
、
一
定
の
制
限
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

地
域
振
興
課
長

教
育
長

総
務
課
長

地
域
振
興
課
長

地
域
振
興
課
長

生
涯
学
習
課
長

答答

答

答 答

答

答人
材
確
保
に
注
力
を

働
く
場
の
確
保
へ

増
設
し
抑
止
力
を

余
裕
を
持
っ
た
給
食
を

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を

進
学
者
を
支
援

新
た
な
移
動
手
段
を

　

令
和
７
年
度
の
各
会
計

予
算
を
審
議
す
る
た
め
特

別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
委
員
長
に
的
場
要
委

員
、
副
委
員
長
に
佐
藤
昭

光
委
員
を
選
任
し
、
３
月

10
日
か
ら
12
日
に
わ
た
り

審
議
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
12
日
の
総
括

質
疑
か
ら
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

人
材
確
保
や
年
齢
構

成
な
ど
今
後
の
影
響
が
出

な
い
よ
う
対
策
が
必
要
で

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
情
報

発
信
も
活
用
し
て
早
期
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

民
間
事
業
者
の
進
出

に
対
す
る
新
た
な
補
助
金

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
流
人
口
の
増
加
や
雇
用

の
場
の
確
保
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
事
業

者
が
予
定
し
て
い
ま
す
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
３
基

設
置
す
る
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
２
月
に
川
内

地
区
で
盗
難
事
件
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

補
正
予
算
対
応
で
さ
ら
に

増
設
し
、
抑
止
力
を
高
め

る
考
え
は
。

学
校
給
食
は
１
食
あ

た
り
30
円
値
上
げ
し
て
計

上
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
っ

て
非
常
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ギ
リ
ギ
リ
の
設
定
で
な
く

余
裕
を
持
っ
た
対
応
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
す
が
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
は
、企
業
、自
治
体
双
方

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
制
度

で
す
。
今
年
度
は
昨
年
度

に
比
べ
て
大
き
く
伸
び
て

い
ま
す
。
魅
力
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
創
出
や
情
報

発
信
を
強
化
し
、さ
ら
な

る
自
主
財
源
確
保
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

新
た
に
奨
学
金
返
還

の
助
成
制
度
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
今
後
は
利
用
人

数
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
よ
り
効
果
的

な
運
用
に
な
る
よ
う
一
定

の
制
限
が
必
要
に
な
る
と

考
え
ま
す
が
。

３
月
末
で
町
内
の
タ

ク
シ
ー
営
業
が
休
止
と
な

り
、
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

も
廃
止
と
な
り
ま
す
。
町

民
バ
ス
の
利
用
向
上
や
デ

マ
ン
ド
交
通
の
導
入
な
ど
、

高
齢
者
を
は
じ
め
と
し
た

移
動
が
困
難
な
町
民
を
支

え
る
交
通
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
す
る
考
え
は
。

問問

問

問 問

問

問

佐
藤
昭
光
委
員

佐
藤
清
隆
委
員

佐
藤
新
一
郎
委
員

佐
藤
清
隆
委
員

今
田
勝
春
委
員

佐
藤
昭
光
委
員

高
橋
義
則
委
員

的場要委員長　佐藤昭光副委員長

総
括
質
疑

令和７年度
予算
令和７年度
予算

▲デマンド交通を導入している大河原町▲抑止力が期待される

▲企業へ向けて情報発信を▲物価高騰に対応した材料費を

総
括
質
疑

総

括

質

疑

総

括

質

疑
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条
例
改
正

議
員
の
報
酬
等
を
改
正

■ 

提
案
理
由

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
報
酬
の
額
と
期
末
手
当
の
支

給
割
合
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 ■ 

放
棄
の
理
由

・
主
債
務
者
に
支
払
い
能
力
が
な
い
こ
と

・
裁
判
所
よ
り
民
事
執
行
予
納
金
が
２
５
０
万
円
と
示

さ
れ
た
こ
と
（
増
額
の
可
能
性
も
有
り
）

・
連
帯
保
証
人
が
所
有
す
る
不
動
産
の
評
価
額
が
競
売

手
続
費
用
等
を
下
回
り
、
債
権
の
回
収
見
込
み
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と

■ 

放
棄
す
る
債
権
の
内
容

・
主
債
務
者
　
株
式
会
社
ゆ
ら
い
ず

　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
鈴
木
章
弘

・
連
帯
保
証
人
　
鈴
木
章
弘

・
金
　
　
　
額
　
残
金
１
９
０
０
万
円
及
び
完
済
に
至
る

　
　
　
　
　
　
　
ま
で
の
年
14
・
６
％
の
割
合
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
遅
延
損
害
金

■ 提案理由
　各種事業の精査に伴い各会計の予算を補正す
るものです。

令和６年度各種会計予算を補正 報　酬

人
事
案
件

農
業
委
員
11
人
の
選
任
に
同
意

令
和
７
年
４
月
16
日
か
ら

令
和
10
年
４
月
15
日
ま
で
の
３
年
間

議
　
長
　
４
０
０
０
円

副
議
長
　
３
０
０
０
円

議
　
員
　
３
０
０
０
円

期末手当
年
間
３・40
月
分

　
　
　
⬅

年
間
３・45
月
分

※

順
不
同

お
お  

な
み

あ
の
ぼ
る

い
し

　

 

い

し
し

　

 

ど

ま
な
ぶ

お

ば
ら

さ

と
う

よ
し  

み
つ

お
お  

み
や

ま
さ  

み
つ

た
か  

は
し

ゆ
う  

い
ち

け
ん  

い
ち ち

こ

▲今後の利活用が期待される

●
大
浪
　
阿
智
子 

　（
本
荒
町
）

●
石
井
　
嘉
満  

　
　（
前
川
東
部
）

●
大
宮
　
政
光 

　
　

　
　（
立
野
）

●
相
澤
　
郁
子 

　
　

　
　（
野
上
）

●
髙
橋
　
繁
男 

　
　

　
　（
古
関
）

●
宍
戸
　
信
　 

　
　

　
　（
小
野
）

●
岡
崎
　
咲
子 

　
　（
川
内
北
川
）

●
小
原
　
学
　 

　
　

　（
本
砂
金
）

●
佐
藤
　
健
一  

　
　

　（
支
倉
下
）

●
髙
橋
　
裕
一 

　 　
　（
支
倉
下
）

●
日
下
　
法
子 

　 　
　（
支
倉
台
）

同
一
人
物
で
問
題
は

佐
藤
昭
光
議
員

地
域
振
興
課
長

質

　疑

　  

債
務
者
と
連
帯
保
証
人

が
同
一
人
物
と
な
っ
て
い

ま
す
が
。

問　  

議
会
で
は
保
証
人
に

役
員
を
充
て
る
と
説
明
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。し

か
し
、
保
証
人
を
短
期
間

で
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き

ず
時
間
的
猶
予
も
な
い
と

い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
代

表
取
締
役
を
保
証
人
と
い

う
こ
と
で
定
め
て
執
行
し

た
も
の
で
す
。

答

当
時
の
信
用
調
査
は

的
場
要
議
員

町

　長

　  

貸
し
付
け
し
た
当
時
、

連
帯
保
証
人
は
伏
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
の
説

明
で
は
返
済
能
力
が
な
い

と
の
こ
と
で
す
。
高
額
な

貸
し
付
け
を
行
う
場
合
は

し
っ
か
り
と
信
用
調
査
を

行
い
、
返
済
能
力
が
あ
る

方
を
連
帯
保
証
人
に
す
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。

問　  

当
時
は
こ
れ
ま
で
の

経
験
、
地
域
貢
献
度
な
ど

を
尊
重
し
、
ス
キ
ー
場
の

継
続
を
前
提
と
し
て
指
定

管
理
を
助
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
ム
ー
ド
が

あ
り
ま
し
た
。申
し
訳
な

か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

答

みやぎ蔵王セントメリースキー場貸付金
債権を放棄 １９００万円

セントメリースキー場貸付金

債権を放棄 １９００万円

あ
い  

ざ
わ

い
く

　こ

た
か  

は
し

し
げ

　お

の
り

　こ

お
か  

ざ
き

さ
き

　こ

く
さ

　

 

か

令和７年７月１日から
令和10年６月30日まで
３年間

（野上）
丹野　礼子 さん

任 

期
任 

期

任期

たん  の れい  こ

人
権
擁
護
委
員（
再
任
）

令和７年４月１日から
令和11年３月31日までの
４年間

（裏丁下）
大沼　澄夫 さん
おお  ぬま すみ  お

副
町
長（
新
任
）

公共下水道事業会計（収入）

（収入）

（収入）

後期高齢者医療保険特別会計

会　　　計 補正額

1,852万円

1,560万円

630万円

2,807万円

2,553万円

１億9,451万円

1,063万 増 増 増 増

増

増

増

減

公共下水道事業会計（支出） 882万円 減

減

減

３

月

会

議

３

月

会

議



要望決議
　学校給食は、1食あたり
30円の値上げして計上さ
れています。しかし、昨今
の材料費高騰など非常に
大きな影響が考えられま
す。安心安全で美味しい
給食を提供していくため
には、余裕を持った単価
設定に努めてください。

　企業版ふるさと納税は
企業側にも自治体側にも
メリットがある制度です
が、今年度は昨年度に比
べ大きく伸びています。
魅力的なプロジェクトの
創出や情報発信を強化
し、さらなる自主財源確保
に取り組んでください。

予算特別委員会・総括質疑の中
から重要な項目を議発案として
取り上げ、要望決議として提出
します。

　タクシー利用助成事業
が令和６年度末で終了と
なります。町民バスの利
便性向上やデマンド交通
導入など、高齢者をはじ
めとした移動が困難な町
民を支える交通支援サー
ビス導入を検討してくだ
さい。

　雇用の創出には継続的
な取り組みが必要不可欠
です。企業誘致や起業支
援等の民間活力の創出へ
国庫補助金の提案も含
め、積極的な各種相談が
できる体制づくりに努め
てください。

　行政職・技術職共に、人
材確保や年齢構成など今
後の運営に影響が出ない
よう早期の対策が必要と
考えます。これまでの一
般的な案内に加え、ＳＮＳ
等を活用した情報発信に
も取り組んでください。

　部活動の地域移行は全
国的な課題となっていま
す。先進事例も参考にし
ながら、当町の状況や運
動環境に馴染むような競
技・種目や人材確保を推
進してください。
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●一般質問とは
　町政全般の執行状況を
質
ただ

し、施策の提案や意見
を述べ、時には是正を求
め、町政をより良い方向
へ導くものです。

▲工夫あふれる紫波町図書館

６
月
議
会
で
質
問
し

た
町
立
図
書
館
は
「
早
急

に
方
向
性
を
示
す
」
と
の

回
答
を
い
た
だ
き
、
町
民

か
ら
も
期
待
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。ま
だ
８
カ

月
し
か
経
過
し
て
い
ま
せ

ん
が
、進
捗
状
況
を
伺
い

ま
す
。

司
書
は
図
書
の
管
理

を
適
切
に
行
う
た
め
に
必

要
で
す
。
ま
ず
は
、
週
に

２
回
ほ
ど
で
も
い
い
の
で

雇
用
す
る
考
え
は
。

町　

長

生
涯
学
習
課
長

　

他
の
図
書
館
の
取
り
組

み
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、

加
美
町
や
岩
手
県
紫
波
町

の
図
書
館
を
視
察
し
ま
し

た
。
設
置
場
所
も
重
要
に

　

図
書
の
整
理
、
管
理
は

職
員
２
名
で
行
っ
て
い
ま

す
。
司
書
の
採
用
は
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答

答

問

問

追跡質問
問

答 小学校改築に関連して進める

図書館設置に向けての進捗は

８人の議員が
質問しました

以前の質問確認したい!!

下
しも

斗
と

米
まい

　麻
あさ

子
こ

 議員

質問・答弁の動画は
←こちらから

ページ 質問議員 質　問　内　容

12 佐藤　昭光 議員 (1) 人口減社会へ
(2) マイナンバーカード一本化

13 佐藤　清隆 議員 (1) 郵便局活用した行政サービス

14 下斗米麻子 議員 (1) 帯状疱疹ワクチンの助成

15 大本　治久 議員 (1) 在宅育児手当の導入を

16 遠藤　雅信 議員 (1) 欅沢用水路の維持管理

17 的場　　要 議員 (1) ふるさと納税の拡充
(2) スーパー閉店に伴う対応

18 高橋　義則 議員 (1) 町民バスから発展を
(2) 今後の地域計画策定

19 佐々木昭雄 議員
(1) 町民の足の確保
(2) かわさきわくわくの日の設定
(3) アラバキのおもてなし対応

町政町政をを問う問う町政を問う

な
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校

の
改
築
と
関
連
し
て
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

要

望

決

議

追
跡
質
問
・
一
般
質
問



問

答
人口減対策に広く知恵を

若者の意見を反映
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▲身近な拠点として活用

　

総
務
省
で
は
身
近
な
拠

点
と
し
て
、
郵
便
局
を
活

用
す
る
動
き
が
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
近
隣
の

自
治
体
で
も
既
に
一
部
の

事
務
を
委
託
し
て
お
り
、

補
完
的
な
役
割
を
担
う
こ

と
で
利
便
性
向
上
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

佐
さ

藤
とう

　清
きよ

隆
たか

 議員
今
ま
で
ど
ん
な
連
携

を
行
っ
て
き
ま
し
た
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
発
行
さ
れ
、
更
新
は

５
年
ご
と
に
、
写
真
の
撮

り
直
し
は
10
年
ご
と
に
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
新
た

な
業
務
が
発
生
し
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
委
託
な
ど
も

含
め
検
討
す
べ
き
で
は
。

各
種
証
明
書
の
発
行

は
、「
コ
ン
ビ
ニ
端
末
」

で
発
行
で
き
る
の
が
、
利

便
性
が
良
く
一
番
だ
と
思

い
ま
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
な
ど
の
負
担
は
大
き

い
よ
う
で
す
が
、
郵
便
局

を
活
用
す
れ
ば
コ
ス
ト
も

抑
え
ら
れ
ま
す
。
検
討
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

人
口
減
少
、
過
疎
化

が
進
む
な
か
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
て
い
け
ば
、
将

来
的
に
お
金
と
人
材
が
不

足
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
任
せ
る
も
の
は
任

せ
て
、
先
を
見
据
え
て
今

か
ら
取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
。

　

令
和
２
年
に
日
本
郵
便

株
式
会
社
と
の
包
括
的
連

携
に
関
す
る
協
定
書
を
締

結
し
ま
し
た
。
防
災
と
災

害
時
の
対
応
、
道
路
損
傷

等
や
不
法
投
棄
の
情
報
提

供
、
地
域
の
見
守
り
活
動

な
ど
、
地
域
の
活
性
化
等

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
更
新

業
務
等
は
郵
便
局
内
で
完

結
で
き
ず
、
当
課
と
の

デ
ー
タ
の
や
り
取
り
が
必

要
と
な
り
、
時
間
が
か
か

る
場
合
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

内
部
で
検
討
し
た
結
果
、

そ
こ
ま
で
必
要
で
は
な
い

と
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　

状
況
の
変
化
を
確
認
し

つ
つ
、
コ
ス
ト
面
で
の
優

位
性
な
ど
確
認
し
、
改
め

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
な
か
で
適

応
し
て
い
く
こ
と
が
一
番

大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
職
員
も
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
事
業
の

縮
小
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

町　

長

町
民
生
活
課
長

町　

長

町　

長

問答
郵
便
局
の
窓
口
活
用
を

現
段
階
で
考
え
て
い
な
い

答

答

答

答

問

問

問

問

質問・答弁の動画は
←こちらから

問答
マ
イ
ナ
保
険
証 

情
報
漏
れ
は

同
意
し
な
い
方
法
も

　

昨
年
新
聞
で
報
道
さ
れ

た
消
滅
可
能
性
の
あ
る
県

内
19
市
町
の
う
ち
、「
構

造
的
に
深
刻
な
自
治
体
※

」

に
唯
一
当
町
が
該
当
し
ま

し
た
。
町
内
で
も
大
変
な

衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。

町
の
広
報
紙
で
「
当

町
は
消
滅
し
な
い
」
と
反

論
し
た
根
拠
は
。

町
長
就
任
以
来
12
年

間
で
人
口
は
１
８
２
５
人

減
り
、
そ
の
後
も
加
速
状

態
に
あ
り
ま
す
。
原
因
を

ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

子
育
て
支
援
の
充
実

を
訴
え
て
い
ま
す
が
、
有

効
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
。

人
口
減
に
歯
止
め
を

か
け
る
に
は
町
民
の
広
い

知
恵
も
必
要
で
す
。
提
案

箱
を
設
け
る
な
ど
し
て
、

町
民
の
意
見
を
行
政
に
生

か
す
考
え
は
。

不
安
の
声
や
ト
ラ
ブ

ル
の
報
告
は
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
入
所
施
設
な
ど
で

の
管
理
は
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
登
録
を
解
除
し
た
人
は

い
ま
す
か
。

マ
イ
ナ
保
険
証
で
病

歴
等
の
情
報
濡
れ
を
心
配

す
る
声
が
あ
り
ま
す
が
。

　

２
０
５
０
年
に
人
口
は

４
５
２
５
人
ま
で
減
る
と

の
予
測
で
す
が
、
夢
と
希

望
を
持
っ
て
生
活
で
き
る

町
政
運
営
に
努
め
る
思
い

を
込
め
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ

り
、
結
果
と
し
て
減
少
し

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
子
育
て
支
援
は

県
内
屈
指
で
あ
る
と
自
認

し
て
い
ま
す
。
不
足
が
あ

る
と
感
じ
れ
ば
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

若
い
人
な
ど
か
ら
の
意

　

若
い
人
な
ど
か
ら
の
意

見
は
政
策
に
反
映
で
き
る

見
は
政
策
に
反
映
で
き
る

と
思
う
の
で
、
予
算
化
す

と
思
う
の
で
、
予
算
化
す

る
の
も
一
つ
の
方
法
だ
と

る
の
も
一
つ
の
方
法
だ
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
課
へ
寄
せ
ら

れ
て
い
る
不
安
の
声
や
ト

ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。

施
設
な
ど
で
管
理
す
る
場

合
は
、
管
理
方
法
等
の
周

知
と
情
報
共
有
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

１
月
末
現
在
で
、
高
齢

者
の
方
１
人
が
利
用
登
録

を
解
除
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
が
同
意
し
た
場
合

に
限
り
、
診
療
履
歴
や
薬

の
情
報
を
医
師
や
薬
剤
師

な
ど
で
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
情
報
共
有
が

不
安
な
方
は
、
同
意
せ
ず

に
受
診
も
可
能
で
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

保
健
福
祉
課
長

町　

長

答

答答

答

答答

答

問

問問

問

問問

問

佐
さ

藤
とう

　昭
しょう

光
こう

 議員

質問・答弁の動画は
←こちらから

▲往年のにぎわいを

▲その都度選択できます

※構造的に深刻な自治体…死者数が出生数を上回る自然減と、転出者数が転入者数を上回る
　　　　　　　　　　　　社会減の双方で、喫緊の対策が求められる自治体。

一

般

質

問

一

般

質

問



問

答
今後の具体的な計画は

50歳以上に引き下げ実施
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近
年
、
日
本
の
子
育
て

支
援
は
共
働
き
家
庭
を
中

心
に
制
度
整
備
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

在
宅
育
児
を
選
択
す
る
家

庭
へ
の
経
済
的
支
援
は
依

然
と
し
て
限
定
的
で
す
。

自
治
体
が
独
自
に
在
宅
育

児
支
援
を
講
じ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
し
て

も
、
共
働
き
世
帯
中
心
の

支
援
だ
け
で
な
く
、
専
業

主
婦
を
含
む
在
宅
育
児
家

庭
へ
の
経
済
的
支
援
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。
在
宅

育
児
手
当
を
導
入
す
る
考

え
は
。

保
育
や
介
護
に
は
支

援
が
進
む
一
方
で
、
在
宅

で
乳
児
を
育
て
る
親
へ
の

支
援
は
十
分
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
育
児
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
在
宅
育
児
を
選

ん
だ
家
庭
へ
の
支
援
が
必

要
で
は
。

か
わ
さ
き
こ
ど
も
園

へ
の
入
所
時
期
は
、
保
護

者
の
就
職
や
職
場
復
帰
に

伴
う
在
宅
育
児
か
ら
の
切

り
替
え
と
密
接
に
関
連
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
入
所
可
能
な
時
期
と
在

宅
育
児
家
庭
の
割
合
は
。

　

近
年
、
若
年
層
の
貧
困

が
社
会
問
題
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
在
宅
育
児
の
不

安
を
軽
減
す
る
一
助
に
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
導

入
し
て
い
る
自
治
体
の
取

り
組
み
を
調
査
し
、
町
独

自
の
政
策
が
実
施
で
き
る

よ
う
検
討
し
ま
す
。

　

か
わ
さ
き
こ
ど
も
園
で

は
生
後
10
月
を
超
え
た
お

子
さ
ん
か
ら
受
付
で
き
ま

す
。
近
年
で
は
６
割
か
ら

７
割
の
お
子
さ
ん
が
通
園

し
て
い
ま
す
の
で
、
在
宅

育
児
家
庭
は
３
割
か
ら
４

割
と
な
り
ま
す
。

　

在
宅
で
子
育
て
し
て
い

る
家
庭
へ
の
支
援
は
、
反

省
す
べ
き
点
も
あ
る
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
今
後

は
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

町　

長

幼
児
教
育
課
長

町　

長

問答
在
宅
育
児
手
当
の
導
入
を

独
自
政
策
実
施
を
目
指
す

答

答

答

問

問

問

　

国
政
に
よ
り
帯
状
疱
疹

の
定
期
接
種
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

施
政
方
針
で
も
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
当
町
で
は
そ
れ

に
合
わ
せ
て
、
多
く
の
町

民
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
対

象
年
齢
の
引
き
下
げ
を
実

施
し
ま
す
。

当
町
で
は
、
令
和
４

年
度
か
ら
県
内
で
一
番
早

く
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
助
成
の
実
施

状
況
を
伺
い
ま
す
。

令
和
７
年
４
月
か
ら

国
の
費
用
助
成
が
始
ま
る

の
を
機
に
、
当
町
で
は
接

種
対
象
年
齢
を
大
幅
に
引

き
下
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
の
接
種
想
定

人
数
や
具
体
的
な
計
画
は
。

助
成
対
象
と
な
っ
て

い
る
ワ
ク
チ
ン
に
は
、「
ビ

ケ
ン
」
と
「
シ
ン
グ
リ
ッ

ク
ス
」
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。
助
成
開
始
か
ら
こ

れ
ま
で
の
接
種
比
率
は
。

　

当
町
で
は
令
和
４
年
度

か
ら
65
歳
以
上
を
対
象
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
度
は
２
１
８
人
、
令

和
５
年
度
は
68
人
、
今
年

度
は
１
月
末
時
点
で
60
人
、

累
計
で
３
４
６
人
の
方
へ

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

更
な
る
発
症
予
防
と
神

経
痛
な
ど
の
合
併
症
予
防

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
、
対
象
者
を
令
和
７

年
度
よ
り
「
50
歳
以
上
」

に
引
き
下
げ
ま
す
。
接
種

人
数
は
１
５
０
人
前
後
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
チ
ラ

シ
の
全
戸
配
布
や
広
報
紙

な
ど
で
周
知
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
か
ら
７
年
１

月
ま
で
の
接
種
比
率
は
、

１
回
接
種
で
効
果
年
数
が

５
年
か
ら
７
年
の
「
ビ
ケ

ン
」
が
45
％
、
２
回
接
種

で
効
果
年
数
が
11
年
以
上

の
「
シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
」

が
55
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町　

長

町　

長

保
健
福
祉
課
長

答

答

答

問

問

問

大
おお

本
もと

　治
はる

久
ひさ

 議員 下
しも

斗
と

米
まい

　麻
あさ

子
こ

 議員

質問・答弁の動画は
←こちらから

質問・答弁の動画は
←こちらから

▲いつまでも健康で生涯現役

▲忘れずにご予約を

▲子育ては毎日が全力

▲かけがえのない育児の時間

一

般

質

問

一

般

質

問



問

答
スーパー閉店の対応策は

利用者のニーズを確認

問

答
用水路管理の在り方は

地域組織で担っていく
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▲寄付増額に期待

▲さまざまな買い物支援を

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
全
国

的
に
11
月
、
12
月
の
寄
附

が
全
体
の
３
割
を
占
め
る

傾
向
で
す
。
当
町
で
は
ふ

る
さ
と
納
税
の
拡
充
に
向

け
、
年
末
に
首
都
圏
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
新
聞

広
告
を
出
し
、
魅
力
の
発

信
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

当
町
が
業
務
委
託
し

て
い
る
11
サ
イ
ト
の
う
ち

６
つ
の
サ
イ
ト
で
は
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
で
き

な
い
状
況
で
す
。
令
和
８

年
に
導
入
予
定
と
の
こ
と

で
す
が
、
早
期
導
入
す
る

考
え
は
。

新
年
度
の
早
い
段
階

で
、
年
末
の
駆
け
込
み
需

要
に
間
に
合
う
よ
う
に
導

入
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
可
能

性
は
。

当
町
の
中
心
部
に
あ

る
ス
ー
パ
ー
が
、
事
業
譲

渡
に
よ
り
２
月
24
日
で
閉

店
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
官
民
連
携
で
早
期
の

対
応
策
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
。

  

利
便
性
の
向
上
に
よ
る

寄
附
額
の
増
額
と
事
務
処

理
の
軽
減
を
図
る
た
め
に

も
、
必
要
で
あ
る
と
捉
え

て
い
ま
す
。
早
々
に
サ
ー

ビ
ス
提
供
業
者
と
の
協
議

を
行
い
、
導
入
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
有

無
で
受
け
入
れ
に
も
差
が

あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

寄
附
し
て
い
た
だ
く
方
の

利
便
性
の
向
上
、
寄
附
額

の
増
額
と
い
う
こ
と
を
踏

ま
え
、
４
月
早
々
に
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
会
等
と
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
対
策
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は

交
通
弱
者
へ
の
買
物
支
援

バ
ス
を
試
験
的
に
運
行
し
、

利
用
者
数
の
把
握
と
町
民

の
ニ
ー
ズ
を
確
認
す
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長

地
域
振
興
課
長

町　

長

問答
早
期
に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を

提
携
業
者
と
協
議
進
め
る答

答

答

問

問

問

　

欅け
や
き
ざ
わ沢

用
水
は
町
内
の
広

範
囲
な
農
地
に
水
を
供
給

す
る
農
業
用
水
で
あ
り
、

そ
の
一
部
は
野
上
浄
水
場

の
原
水
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

用
水
路
の
開か

い
き
ょ渠

部
分

や
水
が
流
れ
る
ヒ
ュ
ー
ム

管
の
中
に
砂
利
な
ど
が
堆

積
し
て
い
る
た
め
、
水
が

流
れ
に
く
く
、
あ
ふ
れ
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
取
り

除
く
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

取し
ゅ
す
い
せ
き

水
堰
が
詰
ま
れ
ば

農
地
や
上
水
道
施
設
に
多

大
な
影
響
が
生
じ
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
県

や
水
利
組
合
と
協
議
し
て

対
策
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

用
水
路
の
維
持
管
理

の
在
り
方
、
そ
れ
に
関
わ

る
人
員
が
不
足
し
て
い
る

と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
水

利
組
合
と
町
側
と
で
、
課

題
解
決
に
向
け
た
話
し
合

い
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　

土
砂
の
撤
去
は
状
況
を

見
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と

と
し
、
水
道
担
当
職
員
に

よ
り
定
期
的
に
巡
視
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

早
期
に
欅
沢
用
水
組
合
の

方
々
と
現
地
を
確
認
し
、

適
宜
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
必
要
に
応

じ
て
取
水
堰
付
近
に
堆
積

し
た
土
砂
の
撤
去
を
行
っ

て
い
ま
す
。
欅
沢
用
水
路

は
飲
み
水
を
供
給
す
る
重

要
な
水
路
で
す
。
引
き
続

き
点
検
す
る
と
と
も
に
、

維
持
管
理
を
担
っ
て
い
る

欅
沢
用
水
組
合
と
連
携
を

密
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
を
活
用
し
て
、
農
地
や

水
路
、
農
道
な
ど
を
地
域

で
保
全
・
管
理
す
る
組
織

が
設
立
し
、
４
月
か
ら
活

動
を
開
始
し
ま
す
。
今
後

は
、
こ
の
組
織
で
用
水
路

の
維
持
管
理
も
担
う
計
画

で
す
の
で
、
意
見
交
換
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

答

答

答

問

問

問

遠
えん

藤
どう

　雅
まさ

信
のぶ

 議員

質問・答弁の動画は
←こちらから

▲農作業に影響がないように

▲現地確認で適切に対応を

的
まと

場
ば

　　要
かなめ

 議員

質問・答弁の動画は
←こちらから

一

般

質

問

一

般

質

問



問

答
新たにデマンド交通を

ニーズに即した公共交通に

問

答
アラバキでおもてなし

協力を得ながら実施
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問答
龍
雲
寺
前
基
盤
整
備
は

優
良
農
地
で
あ
り
実
行
し
た
い

　

施
政
方
針
の
な
か
で
、

町
民
バ
ス
は
「
安
心
安
全

な
運
行
と
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
地

域
公
共
交
通
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

高
齢
化
で
免
許
返
納

す
る
方
が
多
く
な
り
、
買

い
物
な
ど
足
の
確
保
が
困

難
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

新
た
に
デ
マ
ン
ド
交
通
※

で
町
民
の
公
共
交
通
を
早

期
に
考
え
る
べ
き
で
は
。

デ
マ
ン
ド
交
通
を
調

査
中
と
の
こ
と
で
す
が
、

現
状
は
。

農
地
利
用
の
姿
を
明

確
化
す
る
地
域
計
画
は
、

３
月
末
ま
で
策
定
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
策

定
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う

な
問
題
が
あ
り
ま
す
か
。

長
年
の
懸
案
で
あ
る

龍
雲
寺
前
基
盤
整
備
は
、

食
料
自
給
率
向
上
や
担
い

手
確
保
の
た
め
に
も
必
要

と
考
え
ま
す
が
。

　

現
在
、
デ
マ
ン
ド
交
通

を
導
入
し
て
い
る
市
町
村

の
情
報
を
収
集
し
て
い
ま

す
。
町
民
バ
ス
の
利
用
状

況
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、

先
行
き
を
見
据
え
て
、
町

民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
交

通
体
系
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

町
内
６
地
区
で
意
見
交

換
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
担
い
手
が
お
ら
ず
耕

作
者
が
定
ま
ら
な
い
農
地

や
、
耕
作
者
が
意
見
交
換

会
に
参
加
し
な
い
な
ど
の

課
題
が
出
て
い
ま
す
。

　

龍
雲
寺
前
は
町
内
で
も

平
坦
な
優
良
農
地
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
圃ほ

場
整
備
が

望
ま
れ
て
き
た
地
域
で
す
。

実
行
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

町
民
バ
ス
や
福
祉
、
学

校
関
係
も
含
め
て
、
将
来

の
交
通
体
系
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の

自
治
体
に
も
話
を
聞
い
て

き
ま
し
た
の
で
、
利
用
状

況
を
加
味
し
な
が
ら
町
に

と
っ
て
一
番
い
い
手
法
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

地
域
振
與
課
長

答

答

答

答

問

問

問

問

高
たか

橋
はし

　義
よし

則
のり

 議員

質問・答弁の動画は
←こちらから

▲きれいな歩道でおもてなし

▲着々と進む小沢地区圃場整備

　

福
島
県
川
俣
町
で
は
青

少
年
が
健
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
を
願
い
「
友
♡
ゆ

う
♡
の
日
」
を
制
定
し
て

い
ま
す
。
条
例
に
「
♡
」

が
つ
く
こ
と
で
も
話
題
に

な
り
ま
し
た
。
当
町
で
も

何
か
わ
く
わ
く
す
る
も
の

が
な
い
の
か
と
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

か
わ
さ
き
の
「
か
」

を
９
月
、「
わ
」
を
わ
く

わ
く
、「
さ
」
を
３
日
、「
き
」

を
９
日
と
い
う
語
呂
合
わ

せ
で
、
９
月
３
日
か
ら
９

日
の
１
週
間
を
「
か
わ
さ

き
わ
く
わ
く
の
日
」
と
定

め
、
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う

な
期
間
を
設
定
し
て
は
。

そ
の
週
は
家
族
で
美

味
し
い
も
の
を
食
べ
に
行

く
、
離
れ
て
暮
ら
す
孫
が

遊
び
に
来
る
な
ど
、
笑
顔

に
な
る
よ
う
な
。
ま
た
、

町
内
の
店
舗
で
は
負
担
に

な
ら
な
い
程
度
の
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
勝
手
に
盛
り
上

が
る
企
画
は
。

ア
ラ
バ
キ
は
東
北
最

大
級
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
と

し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

公
園
入
口
付
近
を
雑
草
や

ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
歩

道
に
し
て
、
お
客
さ
ま
に

提
供
す
る
「
お
も
て
な
し
」

だ
と
捉
え
、
１
週
間
前
ご

ろ
に
み
ん
な
で
取
り
組
む

考
え
は
。

  

２
０
２
０
年
に
一
般
社

団
法
人
日
本
記
念
日
協
会

が
「
わ
く
わ
く
の
日
」
を

認
定
登
録
し
て
い
ま
す
。

こ
の
話
題
を
広
報
紙
で
紹

介
し
な
が
ら
情
報
発
信
し
、

反
応
を
見
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

  

商
工
会
会
員
の
皆
さ
ま

が
連
携
し
な
が
ら
買
い
物

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
意
見
交

換
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

  

「
ア
ラ
バ
キ
＝
川
崎
町
」

が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
お
も
て
な
し
対

応
は
担
当
職
員
が
中
心
と

な
り
、
観
光
協
会
等
の
協

力
を
得
な
が
ら
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

問答
「
わ
く
わ
く
の
日
」設
定
を

関
係
者
と
意
見
交
換
も

答答

答

問

問

問

佐
さ

々
さ

木
き

　昭
あき

雄
お

 議員

質問・答弁の動画は
←こちらから

※デマンド交通…事前予約制で利用者に応じて時刻や経路が変わる、路線バスと
　　　　　　　　タクシーの中間的な位置にある交通機関。

▲交通体系を見直す時期に
問答
町
民
の
足
の
確
保
は

買
い
物
支
援
バ
ス
で
確
認

そ
の
他
の
質
問
事
項

一

般

質

問

一

般

質

問
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総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

調査事項①調査事項① 調査事項②調査事項②

防
犯
対
策
の
取
り
組
み

町
道
の
整
備
状
況

町
民
バ
ス
の
現
状

文
化
財
等
の
状
況

環
境
整
備
で
安
心
安
全
を

計
画
的
な
維
持
管
理
を

新
た
な
移
動
手
段
を

理
解
を
深
め
啓
発
を

調
査
日
　
2
月
12
日

調
査
日
　
2
月
10
日

【
調
査
結
果
概
要
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
委
員
会
意
見
】

【
委
員
会
意
見
】

【
委
員
会
意
見
】

【
委
員
会
意
見
】

　

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、

令
和
５
年
度
の
犯
罪
状
況

は
刑
法
犯
・
特
殊
詐
欺
と

も
に
前
年
よ
り
増
加
し
て

い
ま
す
。
６
年
度
の
町
内

の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、

凶
悪
犯
・
粗
暴
犯
の
発
生

　

町
道
の
整
備
は
、
既
設

道
路
の
維
持
補
修
事
業
を

重
点
的
に
進
め
て
お
り
、

道
路
施
設
や
舗
装
な
ど
の

損
傷
状
況
を
調
査
し
な
が

ら
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
の
確
保

と
町
民
の
福
祉
向
上
を
図

る
た
め
、
平
成
13
年
４
月

ま
で
は
患
者
輸
送
車
を
、

そ
れ
以
降
は
、
か
わ
さ
き

町
民
バ
ス
を
運
行
し
て
い

ま
す
。
町
民
バ
ス
は
運
行

　

当
町
の
指
定
文
化
財
は
、

国
指
定
の「
滝
前
不
動
の
フ

ジ
」な
ど
複
数
の
天
然
記

念
物
が
あ
り
、町
指
定
の

無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て

「
宮
城
蔵
王
支
倉
豊
年
踊

り
」や「
川
崎
神し

ん

明め
い

神か

ぐ

ら楽
」

　

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
犯
対

策
や
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。
特
殊
詐
欺
対
策
電

話
機
等
購
入
補
助
金
は
、

５
０
０
０
円
を
上
限
と
し

て
購
入
費
の
２
分
の
１
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
令
和

５
年
度
は
15
人
、
６
年
度

は
１
月
末
現
在
で
13
人
、

合
計
13
万
９
６
０
０
円
を

　

道
路
の
維
持
は
、
交
通

安
全
・
交
通
渋
滞
・
沿
道

環
境
等
の
基
本
的
課
題
を

考
慮
し
な
が
ら
計
画
的
に

整
備
し
、
安
全
で
快
適
な

道
路
環
境
と
な
る
よ
う
努

め
て
く
だ
さ
い
。

　

橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
は
点

検
結
果
を
整
理
し
、
こ
れ

ま
で
の
事
後
的
な
対
応
か

ら
計
画
的
か
つ
予
防
的
な

　

利
用
者
の
減
少
は
、
人

口
減
少
や
小
学
校
閉
校
に

伴
う
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入

も
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
昨
年
、
担
当

課
で
は
全
路
線
乗
車
調
査

を
実
施
し
、
運
行
経
路
、

各
停
留
所
の
乗
降
状
況
、

運
転
手
か
ら
利
用
状
況
の

確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
小
中
学
校
の
統

　

文
化
財
は
地
域
の
歴
史

や
文
化
等
を
正
し
く
理
解

す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
。
そ

の
保
護
と
活
用
は
、
優
れ

た
文
化
の
創
造
と
発
展
の

基
礎
と
な
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
文
化
財
へ
の
理
解

を
深
め
、
啓
発
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
価
値

の
認
識
と
保
護
意
識
の
向

件
数
は
少
な
い
状
況
で
す

が
、
窃
盗
犯
は
９
件
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

防
犯
対
策
と
し
て
は
、

防
犯
指
導
隊
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
や
特
殊
詐
欺
対
策

電
話
機
等
購
入
補
助
金
、

子
ど
も
・
高
齢
者
へ
の
防

犯
教
育
、
犯
罪
が
起
き
に

　

橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
の
整

備
は
、
健
全
度
を
保
つ
た

め
に
必
要
な
維
持
補
修
工

事
を
、
定
期
点
検
と
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
計
画

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
工
事
で
、
安
全

で
安
心
な
交
通
網
の
確
保

と
維
持
に
取
り
組
ん
で
い

開
始
か
ら
23
年
が
経
過
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
ま
で
は
７

万
人
を
超
え
る
利
用
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降

は
徐
々
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
度
の
利
用

者
は
２
万
６
９
９
９
人
で
、

ピ
ー
ク
時
に
比
べ
３
分
の

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

国
登
録
有
形
文
化
財
に
は

「
青
根
温
泉
の
不
忘
閣
と

岡
崎
旅
館
の
建
造
物
」が

登
録
さ
れ
て
お
り
、数
多

く
点
在
し
て
い
る
遺
跡
等

を
含
め
て
、保
存
・
活
用
等

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
５
つ
の
城し

ろ

跡あ
と

と
７

１
で
し
た
。
ま
た
、
乗
車

料
金
は
平
成
24
年
度
と
25

年
度
に
料
金
改
定
を
行
い
、

一
般
を
１
０
０
円
、
高
校

生
以
下
を
無
料
に
し
て
い

ま
す
。

つ
の
館た

て

跡あ
と

は
、標

ひ
ょ
う
ち
ゅ
う柱
や
案

内
板
等
の
設
置
、地
区
住

民
等
の
協
力
を
得
な
が
ら

保
護
と
環
境
整
備
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、学
校
で

の
体
験
型
授
業
や
歴
史
文

化
講
座
を
行
い
、文
化
財
の

価
値
の
普
及
と
教
育
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

く
い
生
活
環
境
の
整
備
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を
持

つ
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、

日
常
生
活
の
な
か
で
お
互

い
に
目
配
り
、
気
配
り
が

で
き
る
関
係
性
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
す
。
ま
た
、
補
助
事
業

と
地
方
債
を
活
用
し
な
が

ら
道
路
整
備
の
推
進
を
図

り
、
事
業
費
用
の
削
減
に

努
め
て
い
ま
す
。

交
付
し
て
い
ま
す
。
架

空
請
求
詐
欺
等
の
防
止
の

た
め
、
引
き
続
き
周
知
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

防
犯
灯
の
整
備
や
関
係

各
所
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
、
安

全
安
心
を
感
じ
ら
れ
る
生

活
環
境
整
備
を
目
的
に
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

対
応
に
転
換
を
図
り
、
維

持
管
理
を
効
率
的
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

除
雪
対
策
は
、
正
確
な

気
象
情
報
の
収
集
や
迅
速

な
連
絡
体
制
の
整
備
が
重

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
万

全
な
体
制
で
対
応
し
て
く

だ
さ
い
。

廃
合
も
検
討
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
路
線
の
見
直

し
や
ダ
イ
ヤ
改
正
も
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

民
間
タ
ク
シ
ー
事
業
休
止

の
影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
交
通
弱
者
向
け
の

移
動
手
段
と
し
て
、
デ
マ

ン
ド
交
通
等
の
導
入
も
調

査
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

上
に
は
人
材
の
育
成
と
活

用
が
不
可
欠
で
す
の
で
、

人
材
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
民
間
所
有
の
文

化
財
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

所
有
者
、
地
域
、
関
係
機

関
と
協
力
体
制
を
築
き
な

が
ら
保
護
に
努
め
、
後
世

に
伝
え
て
い
く
よ
う
望
み

ま
す
。

▲防犯対策にカメラを▲安全な通行のためにも ▲交通弱者のために▲故きを温ね新しきを知る

委

員

会

報

告

委

員

会

報

告



　２
月
19
日
に
金
山
町
議
会
の
皆
さ
ん
が
、

当
町
議
会
で
導
入
し
て
い
る
「
通
年
議
会
」

を
研
修
す
る
た
め
に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　よ
り
よ
い
議
会
運
営
の
た
め
に
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

仙南・亘理地方
町議会議員合同研修会

（1/30 蔵王町）
テーマ
「一般質問の共有が未来を拓く！」

テーマ
　　  「AI 時代の文章」

町村議会
広報クリニック

（2/13 東京都）

報告の一部を紹介します

デ
ー
タ
集
約
で
効
率
化

佐
藤
昭
光 

議
員

　講
師
は
県
内
市
町
村
議

会
の
一
般
質
問
一
覧
を

デ
ー
タ
化
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
各
自
治
体
の

課
題
を
住
民
や
議
員
同
士

で
共
有
し
、
深
化
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い

い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
を

効
率
的
に
活
用
し
て
議
員

活
動
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　一
般
質
問
答
弁
書
の
配

布
方
法
も
自
治
体
に
よ
っ

自
分
で
調
べ
る
大
切
さ

大
本
治
久 

議
員

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
生

成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
、
効
率

的
・
効
果
的
に
情
報
を
検

索
で
き
、
一
般
質
問
案
も

簡
単
に
作
成
で
き
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

視
察
受
け
入
れ

視
察
受
け
入
れ

山
形
県
金
山
町
議
会 

様

か
ね 

や
ま 

ま
ち

か
ね 

や
ま 

ま
ち

て
違
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
そ
の
や
り
方
も
一

度
〝
お
さ
ら
い
〞
し
て
み

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　し
か
し
、
ネ
ッ
ト
検
索

や
生
成
Ａ
Ｉ
の
情
報
が
す

べ
て
正
し
い
と
は
限
り
ま

せ
ん
し
、
Ａ
Ｉ
に
は
感
情

が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
に

は
感
情
、
意
識
が
あ
り
、

判
断
や
意
思
決
定
に
影
響

を
与
え
ま
す
。
改
め
て
、

自
分
の
足
で
調
べ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
る
研
修

と
も
な
り
ま
し
た
。

文
章
作
成
を
サ
ポ
ー
ト

佐
藤
清
隆 

議
員

　Ａ
Ｉ
の
技
術
は
急
速
に

進
ん
で
い
ま
す
が
、Ａ
Ｉ

に
は
「
文
書
」
は
書
け
て

も
「
文
章
」
は
書
け
な
い

と
い
う
明
確
な
定
義
を
知

り
ま
し
た
。
読
み
手
に
伝

わ
る
文
章
を
作
る
力
は
人

間
に
し
か
で
き
な
い
大
切

な
役
割
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　広
報
編
集
で
は
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
て
編
集
時
間
を
短

縮
し
な
が
ら
、
最
も
重
要

「
心
」を
届
け
る
仕
事

下
斗
米
麻
子 
議
員

　豊
富
な
経
験
と
知
識
に

基
づ
い
た
分
か
り
や
す
い

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
広
報
紙
の
根
幹

で
あ
る
「
内
容
を
シ
ン
プ

ル
に
し
、
硬
い
内
容
を
軽

や
か
に
伝
え
る
」
た
め
の

な
「
文
章
」
の
作
成
に
力

を
入
れ
、
よ
り
良
い
広
報

紙
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

具
体
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、

今
後
の
編
集
作
業
に
役
立

ち
そ
う
で
す
。

　Ａ
Ｉ
に
は
感
情
や
思
考

を
表
現
す
る
「
文
章
」
が

書
け
な
い
と
い
う
話
が
、

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

皆
さ
ま
に
「
心
」
を
届
け

る
と
い
う
、
人
間
ら
し
い

仕
事
が
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

研修
レポート
研修
レポート
研修
レポート
研修
レポート
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学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地

域
交
流
会
を
通
じ
て
、
学

校
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
。

茶
葉
の
栽
培
や
山
城
を
活

用
。
自
然
と
歴
史
を
活
か

し
た
体
験
活
動
を
展
開
し

て
み
て
は
。

マ
イ
ス
タ
ー
制
度
を
設

け
、
町
の
魅
力
を
語
れ
る

案
内
人
の
育
成
を
。

町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
に
文
化
遺
産
を
紹

介
す
る
施
設
が
必
要
。

　今回は「ＮＰＯ法人川
崎町学校サポートネッ
トワーク」の皆さまから
ご意見を伺いました。

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
の
活
性
化

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
の
活
性
化

協
力
隊
が
起
業
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
環
境
を
さ
ら

に
強
化
し
て
み
て
は
。

農
産
物
販
売
や
カ
フ
ェ
運

営
の
拠
点
の
た
め
、
小
さ

な
商
業
施
設
を
設
置
。
小

規
模
店
舗
の
集
積
で
に
ぎ

わ
い
を
創
出
。

地
元
野
菜
や
山
菜
、
キ
ノ

コ
の
６
次
産
業
化
に
挑
戦

で
き
る
環
境
づ
く
り
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
設

置
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
拠
点

を
作
り
、
町
内
外
の
人
が

関
わ
れ
る
場
所
を
提
供
で

き
な
い
か
。

町
や
議
会
に
望
む
こ
と

町
や
議
会
に
望
む
こ
と

今回いただいた貴重な
ご意見・ご要望は、町
政へ反映できるよう尽
力いたします。

◆NPO法人学校サポートネットワーク
少子高齢化や人口減少などの課題に地域住民の力
で取り組むため、2008年に発足。地域に根ざし
たまちづくりや学校支援、地域資源の活用、10年
かけて茶畑を再生するなど地域の魅力づくりにも
力を注いでいます。

▲茶畑からにぎわいを

左から丹野陽子さん（野上）、山崎杏美さん（裏丁下）
丹野恵次さん（川内一）
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　議員は、議場でどんな発言をしている
か。また、どんなまちづくりを考えている
か、今後の町の方向性を直接聞くことがで
きる良い機会です。ぜひお越しください。

※次回の会議は6月10日(火)～13日(金)
 　一般質問は６月11日(水)・12日(木)
　　 午前10時、再開の予定です。

議会ライブ中継 配信中
（傍聴者は３月会議８人、ライブ中継は
 299アクセスでした。）

お 知 ら せ

「はいっ！　元気100％」

新
年
度
予
算

老
朽
施
設
対
策

３
月
会
議

一
般
質
問

声
を
想
い
を

ス
キ
ー
場
債
権
を
放
棄

在
宅
育
児
手
当
の
導
入
を
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茶
畑
か
ら
に
ぎ
わ
い
を

表紙の説明「はいっ！　元気100％」

撮影　広報モニター　佐々木 和人さん

川崎小学校入学式にて

　本紙の「町の風景」（裏表紙）に掲載する写真を町
民の方より募集します。写真をご提供いただける方
は、議会事務局までご連絡をお願いします。

※ご提供いただいた写真が必ず掲載となるものではあり
ません。ご理解のうえでご提供願います。

※写真のタイトルは議会広聴・広報委員会で決定いたし
ます。

掲載写真を募集します

撮影：広報モニター　佐々木和人さん撮影場所：釜房ダム管理所

町の風景

議会映像配信
議会の様子が
ご覧いただけます。

詳しくは、議会事務局まで TEL（0224）84ー2301
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